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　市では、昭和30～ 40年代の高度成長期につくった建物・
道路・下水道などの公共施設の老朽化が進んでいます。
　一方、人口減少・少子高齢化など、社会構造が大きく
変容する中、既存の公共施設にも今までの枠組みにとら
われない考え方が求められています。今後、多くの公共
施設が改修・更新時期を迎える現実に対し、次世代に過
大な負担を残さないように今から未来のために施策を立
てていかなければなりません。

　公的不動産活用課…内線2565
都市整備総務課…内線2383

次
世
代
に

過
大
な
負
担
を

残
さ
な
い
た
め
に

2面に続く

　前回に引き続き、本
庁舎整備を含む公共施
設の再編に取り組んで
いる公的不動産活用課
の声をお届けします。

3面 連載「市役所本庁舎の整備」11

主
な
記
事

　市民税・県民税の申
告は、3／15までです。
所得金額が1000万円を
超える人に扶養されて
いる配偶者は、申告が
必要な場合があります。

　今年も、漫画『鎌倉
ものがたり』に登場す
る鎌倉の名所を、その
エピソードとともに紹
介する案内板を設置し
ます。

3面 平成31年度 市民税・県民税の申告2面 寄附金を募っています
『鎌倉ものがたり』案内板の設置

人口減少
社会の到来

・建物の総延床面積は
　約40万㎡
    東京ドームに換算すると

    約8.6個分

＊およそ鎌倉大仏〜岡山城の道のり

＊およそ鎌倉市〜大阪市の道のり

進む
建物の老朽化

鎌倉の公共施設って、
こんなにあるの？

173,019

鎌倉市の将来人口推計

2010
（平成22）
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151,239

・市道の総延長 

　約621km

・下水道（汚水）の長さ  

　約488km

2015年（平成27年）と比べると、
2040年には　

・約2.5人に1人が高齢者
・生産年齢人口（15～ 64歳）は

　約23％減少

　人口は約13％減少・
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？

公共施設にかかる経費の年間歳出実績と試算結果の比較
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歳出実績 将来経費の試算

※歳出実績は、平成20〜25年度の建物の平均の管理経費と、平成
　25年度のインフラの管理経費を合計したものです
※将来経費の試算条件などは、建物と道路・下水道などのインフラで
　異なります

約2.6倍
約

147億円
／年約

57億円
／年

このまま全ての公共施設を維持するには、
費用が2.6倍かかるの？！

えっ？！

えっ？！

つくってきた
たくさんの
公共施設

※上記は公共施設の一例です

・築30年以上の建物は、

　　2013年度　約67％だったのが、
10年後

2023年度　約88％に

（平成25年度）

（年）

2015年（平成27年）まで…総務省統計局国勢調査より
2020年以降…国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30年推計）」より

（公共施設再編計画より算出）

（億円）

（公共施設等総合管理計画より）

（社会基盤施設マネジメント計画より）

（社会基盤施設マネジメント計画より）

（東京ドームの面積46,755㎡で算出）

（公共施設再編計画より）

▼

　　鎌倉の人口は減っていくんだね。
となると、税収も減るよね。
やっぱり！
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　公共施設について、次世代に過大な負
担を残さないように、長期的な視点を
持って２つの計画を策定しました。建物
についての「公共施設再編計画」と、道路
や下水道などのインフラ（社会基盤施設）
についての「社会基盤施設マネジメント
計画」です。この２つの計画を「車の両輪」
とした「公共施設等総合管理計画※」で未
来へ向かう車を走らせていきます。　

公的不動産活用課…内線2565
都市整備総務課…内線2383

1面から続き

建物の再編 インフラの
維持管理

◆公共施設再編計画とは　
これからの本庁舎・支所、教育施設などの公共施設のあるべき姿を
示しています
　公共施設にかかるコストを抑えつつ、新しい時代に合った価値
を提供できるよう、現存の公共施設のあり方を見直した計画です。

◆公共施設再編の基本手法　
①公共サービスのあり方の見直し
　施設の機能転換や統廃合・ＩＴ化などを通じて、公共サービスの
あり方を見直し、コストを抑えていきます。
②建物の規模・配置のあり方の見直し
　施設の複合化・集約化（※）や施設利用における他自治体との広
域的な連携などで、サービスレベルの向上やコスト抑制を図ります。
③施設の整備・運営の効率化・財源確保
　ＬＥＤ化などによる維持管理コストの削減、民間施設の賃貸借な
ど保有形態の見直しや遊休資産の売却・賃貸借などにより、財源を
確保する取り組みも進めます。

◆社会基盤施設マネジメント計画とは　
市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続けるために
　インフラ（道路・河川・公園・下水道など）が、将来にわたって、
市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続けることを目指して
策定した計画です。限られた資源（人・もの・金・情報）を最大限活
用し、インフラに求められる機能や役割を果たせるようにするため、
次の4つの目標を定め、取り組んでいます。

◆社会基盤施設マネジメント計画の目標　
①適切なインフラ管理の実施
　安全なインフラを安心して利用し続けられるよう、施設ごとに
最適な方法で管理を行い、市民サービスを維持していきます。
②適切なサービスレベルの設定
　インフラを将来にわ
たって適切に管理して
いくために、適正なサー
ビスレベル・管理水準
を設定し、インフラに
かかるコストを抑えて
いきます。
③インフラ総量の抑制
　インフラにかかるコストを抑えるために、必要性のなくなった
ものは廃止･撤去します。また、インフラを更新する場合には機能
転換や集約することを考えます。
④インフラ管理コストの圧縮、削減、平準化
　今後想定されるインフラの更新のピークに対して、調査点検を
効果的・効率的に行い、更新時期を見極めることで、特定の年度に
大きな財政負担とならないよう、更新時期を分散し、平準化します。

公共施設を複合化・集約化することによって、施設にかかるコストを削減していきます

※2つの計画を束ねたものを公共施設等総合管理計画としています

公共施設再編計画 社会基盤施設マネジメント計画

計画的、効率的な維持・管理・補修・更新・運営を
行うことでサービスとコストのバランスを取ります

設置のための寄附をお願いします

　鎌
倉
を
訪
れ
る
人
に
も
っ
と

観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
西

岸
良
平
さ
ん
の
漫
画
『
鎌
倉
も

の
が
た
り
』
に
登
場
す
る
鎌
倉

の
名
所
を
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
と
も
に
紹
介
す
る
案
内
板
を

設
置
し
ま
す
。

©西岸良平／双葉社

ご寄附いただき、
ありがとうございました

　昨年3月に市役所本庁舎、中央図書館、
葛原岡神社（写真）、鎌倉国宝館、十二所
の5カ所に設置しました。案内板には観
光案内のほか、『鎌倉ものがたり』のどの
場面に登場したか、案内板設置の寄附者
の名前などが刻まれています。

　設
置
に
当
た
っ
て
は
、
今
回

も
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
（
※
）
を
活
用
し

ま
す
。

【
設
置
数
・
時
期
（
予
定
）】

　最
大
５
基
（
設
置
箇
所
は
調

整
中
）。３
月
29
日
設
置
完
了
。

【
目
標
金
額
】

　１
０
０
万
円
（
２
月
５
日
午

後
２
時
現
在
40
万
２
千
円
に
達

し
て
い
ま
す
。
目
標
金
額
達
成

次
第
終
了
）。

【
申
し
込
み
】

　２
月
28
日
ま
で
に
観
光
課

（
☎
61
局
３
８
８
４
）、ま
た
は

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。寄
附
金

額
に
よ
り
返
礼
品
が
あ
り
ま
す
。

※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

　ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
…

　建
造
物
の
修
復
な
ど
地
域
の

　課
題
を
、
自
治
体
が
具
体
的

　に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、
共

　感
し
た
人
か
ら
寄
附
を
募
り

　解
決
す
る
仕
組
み

▲詳細はこちら

『鎌倉ものがたり』
観光案内板第1弾

第2弾

「持続可能な
まち」行き

市民が
負担する
コスト

市民が
受ける
サービス※［複合化・集約化のイメージ］

公民館

老朽化 老朽化老朽化

福祉施設学校

空いた土地の
有効活用

空いた土地の
有効活用

複合化・集約化

複合施設
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ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
本
庁
舎
の
整
備
で
は
、
建
物

の
老
朽
化
、
耐
震
性
、
防
災
力

の
低
さ
な
ど
の
課
題
解
決
を
図

り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
市
民
が

頼
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
ご
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
未
来

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

で
「
場
所
」
が
持
つ
力
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
庁
舎
の
跡
地
は
、人
と
人
、 

人
と
情
報
が
つ
な
が
る
場
へ

―
―
現
庁
舎
の
跡
地
は
、
市
民

対
話
で
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、

①
「
手
続
き
・
相
談
が
で
き
る

窓
口
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
）」

を
残
し
な
が
ら
中
央
図
書
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し
、�

②
「
人
と
人
、
人
と
情
報
が
つ

な
が
る
場
所
」を
目
指
し
ま
す
。

　
移
転
後
は
、
跡
地
を
売
却
す
る

の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間

機
能
の
導
入
に
よ
る
コ
ス
ト
抑
制

に
加
え
、
現
中
央
図
書
館
の
土
地

な
ど
を
活
用
し
て
賃
料
な
ど
を
得
、�

維
持
管
理
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
補

う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
地
で
は
、集
約
化・複
合
化

で
、
よ
り
多
く
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
る
場
所
を
つ
く
る
。
同
時
に

コ
ス
ト
面
を
工
夫
す
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
、
未
来
に
向
け
た

公
共
施
設
の
整
備
に
は
必
要
で
す
。

＊

　「
公
共
施
設
」
の
整
備
で
は
、

コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
を
前
提

に
、
そ
れ
ま
で
施
設
が
果
た
し
て

き
た
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
ま
す
。
次
世
代
に
過

大
な
負
担
を
残
さ
な
い
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
し
い
本
庁
舎
の
整
備
は
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
魅
力
的
で
持
続
可
能
な

ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う
想
い
の

下
、
市
民
の
方
々
と
検
討
を
重

ね
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
前
回
に
続
き
、
本
庁
舎
整
備

を
含
む
公
共
施
設
の
再
編
に
取

り
組
ん
で
い
る
公
的
不
動
産
活

用
課
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
た
視
点
で 

「
場
所
」
を
生
か
し
て
い
く

―
―
「
新
し
い
本
庁
舎
は
、
移

転
し
深
沢
地
域
整
備
事
業
用
地

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
対
話
で
は
、

「
本
庁
舎
が
鎌
倉
の
中
心
で
あ

る
現
在
地
に
あ
る
こ
と
を
大
切

に
す
べ
き
」
と
い
っ
た
ご
意
見

が
あ
っ
た
一
方
、「
現
在
地
を

庁
舎
だ
け
で
使
う
の
は
も
っ
た

い
な
い
」「
手
続
き
の
場
所
で

は
な
く
、
楽
し
く
市
民
が
集
い

活
用
で
き
る
方
が
良
い
」「
駅

前
の
価
値
の
高
い
土
地
を
（
庁

舎
以
外
で
）有
効
活
用
す
べ
き
」

と
い
っ
た
ご
意
見
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

に
整
備
す
る
」
と
い
う
選
択
を

し
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
に

始
ま
っ
た
整
備
方
針
の
検
討
段

階
で
は
「
現
在
の
本
庁
舎
の
場

所
（
現
在
地
）
で
、
老
朽
化
し

た
本
庁
舎
を
再
整
備
で
き
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
場
合
、
現
在
地
に
は
風

致
地
区
や
埋
蔵
文
化
財
に
関
す

る
法
令
等
の
制
約
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
、
来
庁
者
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
全
体
の
６
割

以
上
、
郵
送
の
調
査
で
は
９
割

弱
の
方
は
、
本
庁
舎
の
利
用
頻

度
が
半
年
に
１
回
程
度
以
下
で

あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
る
か
、
な
ど
の

検
討
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
民
対
話
で
は

多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
28
年
か
ら
30
年
ま
で
行
っ
た

　
29
年
１
月
、対
話
で
の
議
論
を

『
鎌
倉
市
と
本
庁
舎
の
未
来
に
む

け
た
市
民
の
想
い
』と
い
う
冊

子
に
ま
と
め
ま
し
た
。当
課
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム

広報広聴課 facebook ページ　http://www.facebook.com/kamakuracity.hisyokoho 広報広聴課…☎︎61－3867

31
年
度　

市
・
県
民
税
の
申
告

　

３
月
15
日
ま
で
に

　
平
成
31
年
度
市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
を
３
月
1５
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す（
表
）。
対
象
は
、
31
年

１
月
１
日
現
在
、
本
市
に
居
住
し

て
い
る
人
と
、
市
外
に
居
住
し
て

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
ま
た
は

家
屋
敷
が
あ
る
人
で
す
。

　
30
年
中
に
収
入
の
な
い
人
や
、

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
な
ど
課
税

対
象
と
な
ら
な
い
収
入
の
み
の
人

も
原
則
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

【
申
告
が
必
要
で
な
い
人
】

・
30
年
分
の
確
定
申
告
（
還
付
申

告
を
含
む
）
を
す
る
人

・
給
与
収
入
の
み
の
人
（
源
泉
徴

収
票
に
記
載
の
な
い
控
除
を
受

け
た
い
人
と
、
勤
務
先
か
ら
市

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、
要
申
告
）

・
公
的
年
金
等
の
収
入
の
み
の
人

（
源
泉
徴
収
票
に
記
載
の
な
い

控
除
を
受
け
る
に
は
、要
申
告
）

・
本
市
に
居
住
し
て
い
る
人
の
源

泉
徴
収
票
や
申
告
書
に
、
扶
養

親
族
ま
た
は
同
一
生
計
配
偶
者

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人

【
同
一
生
計
配
偶
者
】

　
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
を

超
え
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
は
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
と

し
て
申
告
が
必
要
で
す（
た
だ
し
、

扶
養
主
が
確
定
申
告
か
市
・
県
民

税
申
告
で
「
同
一
生
計
配
偶
者
」

と
し
て
申
告
す
る
場
合
を
除
く
）。

申
告
方
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※土・日曜日、祝日を除く。公共交通機関のご利用を
※��提出のみの人は支所の申告書提出ポストか、平日の受付時間
外と土・日曜日は本庁舎守衛室の受付ポストに提出を
※�申告会場は混雑が予想されます。余裕を持って来場を
※�代理人が本人に代わって申告をする場合は、委任状などと
代理人の本人確認書類が必要です

※�市ホームページで申告書や自動で所得計算などができる
ツールが入手できます

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

▼
印
鑑
（
認
め
印
可
）　
▼
所
得

の
証
明
資
料
（
源
泉
徴
収
票
・
収

支
明
細
書
・
支
払
調
書
な
ど
）　

▼
控
除
を
受
け
る
人
は
該
当
の
証

明
書
な
ど
（
必
要
書
類
が
不
明
な

場
合
は
問
い
合
わ
せ
を
）

　
本
市
の
国
保
加
入
者
で
、
平
成

30
年
５
月
に
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
人
の
受
診
状
況
と
、
主
な
疾
病

を
ま
と
め
ま
し
た
。

【
適
正
な
受
診
に
ご
協
力
を
】

▼「
重
複
受
診
」は
や
め
る　
▼
緊

急
時
以
外
の
休
日
や
夜
間
の
受
診

は
控
え
る　
▼
治
療
は
途
中
で
や

め
な
い　
▼「
お
く
す
り
手
帳
」を

作
り
、領
収
書
、明
細
書
は
保
管

す
る�　
▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
選
ぶ　
▼
医
師
の
指
示
を
守
る

【市・県民税の申告受付会場と日時】
場所 日にち 時間

市民税課
（本庁舎１階） 2/１5（金）まで   8：３０～１７：１5

市役所講堂
（第３分庁舎）

2/１8（月）～　
　　3/１5（金）

  9：００～１１：３０
１３：００～１６：３０

▼これまでの本庁舎整備の取り組みについてご覧いただけます ▼

鎌倉市　本庁舎整備に向けた取組

国
保
加
入
者
の
受
診
状
況

保
険
年
金
課

  

☎
61
局
３
６
０
７

市
民
税
課

　

☎
61
局
３
９
２
１

◀市が支払った医療費の主な疾病

順
位 疾病名 割合

（％）

１ 腎不全 7.1
２ 糖尿病 ５.1
３ その他の心疾患 ４.８
４ その他の悪性新生
物<腫瘍> ４.８

５ その他の消化器系
の疾患 ４.２

６ 統合失調症など ４.1
７ 高血圧性疾患 ３.５
８ 脂質異常症 ３.４
９ 虚血性心疾患 ３.1
1０ その他の眼および付属器の疾患 ３.０ （３０年5月診療分。歯疾患を除く）

0 20 40 60 80 　100（％）

被保険者数
計40,058人

費用額
計986,482千円

0～19歳 　 20～39歳 　 40～59歳 　 60～69歳 　 70～74歳

5,003人
12.5％
5,003人
12.5％

10,504人
26.2％

188,292千円
19.1％
188,292千円
19.1％

332,672千円
33.7％

396,396千円
40.2％

11,533人
28.8％

9,683人
24.2％

【年齢階層別の受診状況】

23,288千円 2.4％

（30年５月診療分。受診件数総計29,412件）

3,335人 8.3％3,335人 8.3％

45,834千円 4.6％45,834千円 4.6％

持続可能な都市
� 鎌倉を目指して
〜市役所本庁舎の整備⑪

鎌倉市長　松尾�崇

冊子『市民の想い』
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２
月
分
国
民
健
康
保
険
料 

納
期
限
は
２
月
２8
日

　
納
付
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

る
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
指
定
口
座

へ
ご
準
備
を
。

▢問
保
険
年
金
課
☎
61
局
３
６
０
７

市
民
委
員
の
募
集

【
市
民
活
動
推
進
委
員
会
】

　
市
民
活
動
や
協
働
を
推
進
す
る

「
つ
な
が
る
鎌
倉
条
例
」（
３1
年
１
月

８
日
施
行
）
の
制
定
に
伴
い
、
市
民

活
動
お
よ
び
協
働
の
推
進
に
つ
い
て

の
指
針
に
関
す
る
こ
と
や
、
指
針
に

基
づ
く
活
動
な
ど
に
つ
い
て
調
査
審

議
す
る
市
民
委
員
を
若
干
名
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
…
市
民
活
動
や
協
働
事
業

に
関
心
が
あ
り
、
昼
間
に
開
催
す

る
会
議
（
年
４
回
程
度
）
に
出
席

で
き
る
市
内
在
住
の
1８
歳
以
上
の

人
（
市
職
員
、
市
の
ほ
か
の
委
員

を
２
つ
以
上
兼
ね
て
い
る
人
は
除

く
）

委
嘱
期
間
…
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

報
酬
…
会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き
１

万
円
（
交
通
費
・
税
含
む
）

▢申
小
論
文
「
私
が
描
く
市
民
活
動 

や
協
働
の
活
性
化
に
よ
る
鎌
倉 

の
未
来
に
つ
い
て
」（
８
０
０ 

字
以
内
・
書
式
自
由
）、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電

話
番
号
を
２
月
1５
日
～
３
月
１
日

に
、郵
送
（
消
印
有
効
）、Ｅ
メ
ー

ル
（
必
着
）
か
直
接
、
地
域
の
つ

な
が
り
課
（
内
線
２
５
８
２
、 

▢Enpo@
city.kam

akura.
kanagawa.jp

）
へ
。
結
果
は
応

募
者
全
員
に
通
知

【
鎌
倉
平
和
推
進
実
行
委
員
会
】

　
市
で
は「
平
和
都
市
宣
言
」と「
鎌

倉
市
民
憲
章
」
の
精
神
に
基
づ
き
、

講
演
会
・
映
画
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
平
和
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。市
と
と
も
に
事
業
を
行
う「
鎌

倉
平
和
推
進
実
行
委
員
会
」
の
実
行

委
員
を
新
た
に
1０
人
程
度
募
集
し
ま

す
。
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
資
格
…
月
に
１
回
程
度
の
会
議

（
主
に
平
日
）
に
出
席
で
き
、
イ

ベ
ン
ト
事
業
運
営
に
参
加
で
き
る

市
内
の
人

任
期
…
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

▢申
文
化
人
権
課
で
配
布
す
る
応
募
用

紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
可
）
に
応
募
動
機
と
平
和
推
進

事
業
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
４

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の

と
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
３
月

８
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
か
直
接
、
同
課
（
本
庁

舎
２
階
、
☎
61
局
３
８
７
０
、▢E

jinken-danjo@
city.kam

a 
kura.kanagaw

a.jp

）
へ

図
書
館
へ
の
広
告
を
募
集

　
図
書
館
で
は
、
次
の
広
告
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
広
告
の
媒
体
と
掲
載
料
】

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
リ
ス
ト
…
各
年
間
１
万
円

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
１
枠
月
３

千
円

雑
誌
カ
バ
ー
…
雑
誌
購
入
代

▢問
中
央
図
書
館
☎
2５
局
２
６
１
１

傍

聴

者

募

集

【
水
産
業
振
興
計
画
推
進
委
員
会
】

　
市
水
産
業
振
興
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
。
先
着
５
人
。

２
月
２２
日
（
金
）
…
市
役
所
８
２
３

会
議
室
（
第
４
分
庁
舎
）　
午
後

３
時
か
ら

▢申
２
月
1５
日
～
2０
日
に
農
水
課
（
内

線
２
４
８
１
）
へ

【
空
家
等
対
策
協
議
会
】

　
３０
年
度
の
市
の
空
き
家
対
策
の
報

告
な
ど
。
先
着
1０
人
。

３
月
11
日
（
月
）
…
鎌
倉
商
工
会
議

所
会
館
　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

３０
分

▢申
３
月
１
日
ま
で
に
住
宅
課
（
内
線

２
８
２
４
）
へ

　

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

青
少
年
課

  

☎
61
局
３
８
８
６

　
市
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
と
市
の
共
催
で
、
市
内
の
中
学
生
を
対

象
に
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。
８
１
４
点
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ
、
選
考
の

結
果
、
２0
人
が
入
賞
し
ま
し
た
（
左
表
）。
そ
の
中
か
ら
、
市
長
賞
を
受
賞

し
た
中な

か
む
ら村
優ゆ

う

護ご

さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

10
年
後
の
鎌
倉
・
歴
史
や
文
化
の
あ
る
鎌
倉
を

私
は
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か

～
鎌
倉
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
、
多
彩
な
人
び
と
が

「
地
域
を
つ
な
ぐ
」
ま
ち
づ
く
り
～

鎌
倉
学
園
中
学
校
　
１
年

中
村
　
優
護

中学生作文コンクール入賞者（敬称略）

賞 氏　名 学校名・学年
市長賞 中村　優護 鎌倉学園中学校 １ 年
議長賞 平岩　由麻 大船中学校 ３ 年
会長賞 津島　百葉 腰越中学校 ２ 年

佳作

山形　真由子 第一中学校 ３ 年
菅原　碧 第二中学校 ３ 年

三瓶　胡冬 腰越中学校 ２ 年
中村　涼乃 深沢中学校 ２ 年
牧野　倫子 岩瀬中学校 １ 年
武村　航太 鎌倉学園中学校 ２ 年
船生　美帆 横浜国大附属鎌倉中学校 １ 年

学校
奨励賞

持丸　南 第一中学校 ３ 年
佐々木　すず夏 第二中学校 ３ 年
安齊　康介 御成中学校 ２ 年
奥村　ほのか 腰越中学校 ２ 年
入内島　もも 深沢中学校 ２ 年

水口　紗 大船中学校 ２ 年
堀越　蒼真 岩瀬中学校 ３ 年
荒井　麻理奈 玉縄中学校 １ 年
小川　洋功 鎌倉学園中学校 ２ 年
苑田　綾乃 横浜国大附属鎌倉中学校 ２ 年

入賞作品表彰式・発表会（ １ /２７ 市議会本会議場で）

　
私
は
、「
稲
村
ガ
ー
デ
ン
」
と
い

う「
地
域
交
流
の
場
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
私
が
通
っ
た
七
里
が
浜
楓
幼
稚

園
の
父
母
た
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
土
地
を

耕
し
、
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

夏
の
猛
暑
の
中
で
草
む
し
り
や
畑
仕

事
を
し
た
後
に
、「
鎌
倉
野
菜
」
の

よ
う
な
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
る
の
は

最
高
で
す
。
ま
さ
に
「
大
地
」
か
ら

の
「
自
然
の
恵
み
」
を
実
感
で
き
ま

す
。
参
加
し
て
い
る
方
々
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

話
が
で
き
る
の
で
、
み
ん
な
と
て
も

仲
が
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
竹
林
の

間
伐
を
し
な
が
ら
、
周
り
の
自
然
環

境
を
守
る
必
要
に
も
気
づ
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
取
れ
た
間
伐
材
で
竹
細
工

や
弓
矢
を
手
作
り
し
、
お
祭
り
や
バ

ザ
ー
で
子
ど
も
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら

い
「
地
域
の
自
然
」
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で

幅
広
い
年
代
や
専
門
の
方
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
世
界
の
セ

ブ
ン・サ
ミ
ッ
ト
（
七
大
陸
最
高
峰
）

を
目
指
す
鎌
倉
在
住
の
登
山
家
」
の

お
話
を
聴
き
、「
自
分
一
人
だ
け
で

な
く
、
み
ん
な
と
夢
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
大
切
で
、
努
力
は
必
ず
報
わ

れ
る
」
と
い
う
言
葉
は
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
を
つ
な
ぐ
「
極
楽
寺
・

稲
村
ガ
崎
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
地
元
の
芸
術
家
と
地
域
住
民

が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　「
稲
村
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
江
ノ
電

稲
村
ヶ
崎
駅
近
く
の
海
と
山
の
合
間

に
あ
り
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
文
化
人
の
別
荘
地
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
国
際
連
盟
事
務
次
長
を
務

め
た
新
渡
戸
稲
造
、
津
田
塾
大
学
の

創
始
者
で
あ
る
津
田
梅
子
の
よ
う
な

日
本
を
代
表
す
る
文
化
人
た
ち
が
世

界
へ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
ま
さ
に
「
世
界
の
架
け
橋
」

と
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉
の
海
と
山
も

あ
る
「
豊
か
な
自
然
環
境
」、「
長
い

歴
史
が
育
ん
で
き
た
文
化
」、「
文
化

や
芸
術
を
生
み
出
す
多
彩
な
人
び

と
」
が
「
鎌
倉
の
未
来
」
を
創
り
出

す
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
「
稲
村
ガ
ー
デ
ン
」
の

活
動
か
ら
も
お
分
か
り
の
よ
う
に
、

鎌
倉
の
自
然
や
文
化
に
対
し
て
理
解

を
深
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
そ
の

自
然
に
触
れ
、
実
際
に
地
域
に
参
加

し
な
が
ら
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
び
と

と「
つ
な
が
る
こ
と
」が
必
要
で
す
。

　
私
は
、
鎌
倉
の
自
然
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
鎌
倉
を
他
の
地
域
や
都
市

と
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
世
界
へ
と
つ
な

い
で
い
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
も
先
人
た
ち
か
ら
歴

史
・
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代

へ
と
伝
え
、平
和
に
共
存
で
き
る「
未

来
の
鎌
倉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

Ochibi © Moyoco Anno/Cork

お

知

ら

せ

市
役
所
は
☎
23
局
３
０
０
０

▢問
…
問
い
合
わ
せ　
　

▢申
…
申
し
込
み
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就
学
費
用
を
援
助

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
に
お
困
り

の
家
庭
に
、
学
用
品
・
給
食
・
修
学

旅
行
・
校
外
活
動
な
ど
の
費
用
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
（
支
給
に
は
所
得

制
限
あ
り
）。

対
象
…
今
年
４
月
に
市
立
の
小
・
中

学
校
に
入
学
予
定
ま
た
は
就
学
中

の
お
子
さ
ん
が
い
る
人

▢申
学
務
課
（
本
庁
舎
４
階
、
☎
６１
局

３
７
９
６
）
か
学
校
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に

記
入
の
上
、
平
成
３０
年
分
の
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
か
、
所
得
税

ま
た
は
市
・
県
民
税
申
告
書
控
の

写
し
（
同
一
世
帯
内
で
所
得
が

あ
っ
た
全
員
の
分
）
を
添
え
て
、

２
月
１８
日
以
降
に
同
課
に
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
当
初
に

市
立
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
、

５
月
３１
日
ま
で
に
提
出
す
る
と
４

月
か
ら
、
６
月
以
降
に
提
出
の
場

合
は
提
出
し
た
月
か
ら
援
助
対
象

と
な
り
ま
す

成
人
の
つ
ど
い 

記
念
品
の
引
き
換
え

　
平
成
３１
年
「
成
人
の
つ
ど
い
」
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
人
に
、当
日
お
配

り
し
た
記
念
品
の
引
き
換
え
を
行
っ

て
い
ま
す（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。

　
希
望
者
は
、２
月
２８
日
ま
で
に「
平

成
３１
年
鎌
倉
市
成
人
の
つ
ど
い
」
の

案
内
は
が
き
を
持
参
し
て
、
青
少
年

課
（
本
庁
舎
１
階
、
☎
６１
局
３
８
８

６
）
へ
。

県
議
会
議
員
選
挙
・

県

知

事

選

挙

　
県
議
会
議
員
選
挙
と
県
知
事
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
…
４
月
７
日
（
日
）　

投
票
時
間
…
午
前
７
時
～
午
後
８
時

【
立
候
補
手
続
等
の
事
前
説
明
会
】

　
県
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
事
前
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

保
健
衛
生
担
当
嘱
託
員

①
認
可
保
育
所
な
ど
を
巡
回
し
、

児
童
の
健
康
管
理
な
ど

②
看
護
師
か
保
健
師
の
資
格
を
持

つ
人
　
若
干
名

③
▼
月
１２
日
以
内
（
シ
フ
ト
制
）

▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

④
日
額
１
万
６
０
０
円

⑤
後
日
、
面
接

▢申
履
歴
書
と
看
護
師
（
保
健
師
）

免
許
証
の
写
し
を
、
２
月
１８
日

～
２５
日
の
平
日
に
、保
育
課（
本

庁
舎
１
階
、☎
６１
局
３
８
９
３
）

に
本
人
が
持
参

障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
嘱
託
員

①
障
害
支
援
区
分
認
定
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
支
給
決
定
に
係
る
事
務
な
ど

②
次
の
全
て
を
満
た
す
人
。
▼
社

会
福
祉
士
・
保
健
師
・
介
護
支

援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
持
つ
　
▼
障
害
支
援
区
分
認

定
調
査
員
研
修
を
受
講
済
み
　

▼
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
　

１
人

③
▼
月
１２
日
以
内
の
指
定
す
る
日

（
原
則
、
祝
日
を
除
く
月
～
金

曜
日
）　
▼
７
時
間
（
午
前
９

時
～
午
後
８
時
の
間
）

④
日
額
１
万
１
０
０
０
円

⑤
書
類
審
査
と
指
定
日
時
の
面
接

▢申
申
込
書
は
２
月
１８
日
～
２８
日
の

平
日
に
障
害
福
祉
課
（
本
庁
舎

１
階
、
☎
６１
局
３
９
７
５
）・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。
同

期
間
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
申
込
書
を
同
課
に
本
人
が
持

参
。
ま
た
は
２
月
２８
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
郵
送

図
書
館
業
務
嘱
託
員

①
図
書
館
資
料
の
貸
し
出
し
・
返

却
業
務
な
ど

３
月
７
日
（
木
）
…
鎌
倉
商
工
会
議

所
会
館
　
午
後
２
時
か
ら

▢問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
６１
局

３
８
７
４

選
挙
準
備
事
務
の 

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
４
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
県

議
会
議
員
選
挙
と
県
知
事
選
挙
の
準

備
事
務
。
用
品
や
機
材
の
整
理
、
運

搬
な
ど
を
行
う
。

応
募
資
格
…
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

募
集
人
数
…
３
人
（
高
校
生
不
可
）

勤
務
条
件
…
３
月
１
日
～
４
月
１２
日

（
予
定
）の
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
１５
分（
超
過
勤
務
あ
り
。
土・

日
曜
日
は
出
勤
、
平
日
代
休
可
）

報
酬
額
…
時
給
９
９
０
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）

▢申
２
月
１５
日
～
２５
日
の
平
日
、
午
前

９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

に
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
本

庁
舎
１
階
、
☎
６１
局
３
８
７
４
）

へ
本
人
が
履
歴
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

子 育 て 情 報

②
次
の
全
て
を
満
た
す
人
。
▼
司

書
（
司
書
補
）
の
資
格
を
持
つ

（
平
成
３１
年
３
月
末
取
得
見
込

み
可
）、
ま
た
は
図
書
館
業
務

経
験
が
３
年
以
上
あ
る
　
▼
健

康
で
体
力
に
自
信
が
あ
る
　
▼

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
　
若

干
名

③
▼
月
１２
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
含
む
）　
▼
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時
（
夜
間
開
館
の

日
は
午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
７

時
の
場
合
も
あ
り
）

④
日
額
８
３
０
０
円

⑤
書
類
（
申
込
書
と
作
文
）
選
考

後
、
通
過
者
は
３
月
中
旬
に
面

接
と
実
技
試
験

▢申
申
込
書
は
２
月
２４
日
ま
で
図
書

館
、
市
役
所
受
付
と
支
所
（
平

日
の
み
）、図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
。
２
月
２１
日
～
２４
日

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
。
２１
・

２２
日
は
午
後
６
時
ま
で
）
に
申

込
書
と
作
文
を
中
央
図
書
館

（
☎
２５
局
２
６
１
１
）
に
本
人

が
持
参

　ビニール袋で凧を作り、広いプ
レイルームで走って遊ぶ。持ち物
＝トイレットペーパーの芯。対象
は未就園児と保護者。先着１５組。
◆ �２ / ２1（木）…七里ガ浜子ども会

館　1０：３０～11：３０
▢申   2 /１５の 9：００～１４：００にウルト

ラマンマ（☎３３－22３３）へ

　対象は未就園児と保護者。各定員2０組。抽選。
◆ ３ / ５（火）…腰越支所
　1０：３０～11：００（ねんね＝ ０ ～ １歳児）
　11：1５～1２：００（あんよ＝ １歳～未就園児）
▢申 �往復はがきで、催し名・住所・氏名・電話番号・子どもの名

前（ふりがな）と生年月日を、2 /2０（必着）までに、腰越つ
どいの広場＊ひまわり＊白井（〒2４8－００３2 津４8３－１５、☎３１
－６４１６）へ

犬の放し飼いは「神奈川県
動物の愛護及び管理に関す
る条例」により禁止されて
います。皆さんが安心・安
全に海岸を楽しむために犬
は必ずつないで散歩させま
しょう。

犬と海岸を利用される皆さんへ

▢問県鎌倉保健福祉事務所…☎２４－3900

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

休
館
中
の
状
況
と
対
応

　
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
き
ら

ら
鎌
倉
）
は
昨
年
末
か
ら
休
館
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
団
体
な
ど
へ
の
こ

れ
ま
で
の
対
応
は
次
の
通
り
で
す
。

【
耐
震
性
能
の
数
値
の
確
定
】

　
耐
震
判
定
評
価
委
員
会
か
ら
出
さ

れ
た
構
造
耐
震
指
標
（
Ｉ
ｓ
値
）
の

最
終
評
価
結
果
は
、「
地
震
時
に
倒
壊

ま
た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
」
Ｉ
ｓ

値
０
・
３
未
満
の
０
・
２
９
４
で
し
た
。

【
執
務
室
な
ど
の
移
転
】

　
１
月
１３
日
か
ら
、
教
育
部
事
務
室

内
（
鎌
倉
水
道
営
業
所
庁
舎
２
階
）

に
移
転
し
、
従
来
通
り
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
は
月
～
金
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
３
月

ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
電
話

の
み
の
対
応
で
す
。
サ
ー
ク
ル
で
使
用

の
簡
易
印
刷
機
も
移
動
し
ま
し
た
。

【
代
替
施
設
】

　
鎌
倉
体
育
館
会
議
室
・
市
議
会
委

員
会
室
の
利
用
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が

窓
口
と
な
り
ま
す
。

【
備
品
貸
し
出
し
】

　
２
月
か
ら
備
品
貸
し
出
し
の
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
掲
示
板
の
設
置
】

　
同
セ
ン
タ
ー
正
面
入
口
前
に
掲
示

板
を
設
置
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
・
会
場
変
更
の
お
知
ら
せ
な
ど

の
掲
示
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
】

　
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
は
適
切
な
状
態

で
の
保
管
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
休
館
に
伴
う
対
応
や
耐
震
工
事
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
な
ど
は
、

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・同

セ
ン
タ
ー
掲
示
板・『
鎌
倉
萌
』な
ど

で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

▢問
同
セ
ン
タ
ー
☎
２５
局
２
０
３
０

ビニール袋で凧
たこ

を作って走り回ろう！！

ねんねとあんよのリトミック

嘱
託
員
の
募
集

①
職
務
内
容
②
応
募
資
格
・
人
数

③
勤
務
条
件
④
報
酬
額

⑤
選
考
方
法

◎
委
嘱
期
間
は
、
平
成
３1
年
４
月
１ 

日
か
ら
１
年
間

◎
交
通
費
は
別
途
支
給

◎
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

LINE＠で子ども・子育て
情報を発信しています。
アカウント名＝鎌倉市
広報広聴課☎６1－３８６７ ６ 面にも、子ども関係の

イベント情報があります。

大船地域の情報を発信しています 大船地域づくり会議事務局　地域のつながり課…内線2311
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文 化 施 設
鎌倉青少年会館

　　　【ものづくり教室】　ロボットを作
る。対象は市内の小学３～６年生。３年生は
保護者同伴。各先着６人。初回クラス＝▢￥
１０００円、継続クラス＝▢￥５００円。　▶３／１６
（土）・１７（日）で２回…１３：００～１７：００　▪申２／
１７以降に▢☎か直接、同館（▢☎２３－７５３０＝９：
００～１６：３０）へ

玉縄青少年会館
　　　【①羊毛クラフト 「白雪姫と小人
たち」を作る】　童話『白雪姫』に出てくる
白雪姫と小人たちを羊毛で作る。対象は
市内の小学３年生～中学生。各先着８人。▢￥
４００円。時間は１０：００～１２：００。　▶Ａ＝３／２
（土）・３（日）で２回　▶Ｂ＝３／９（土）・１０
（日）で２回

童話「赤ずきんちゃん」をテーマとした作品
（過去の講座）

【②リトミックであそぼう】　リズムや拍
などを感じ取り、体で表現する。対象は市
内在住のＡ＝２歳ぐらいの子どもと保護
者、Ｂ＝３歳ぐらいの子どもと保護者（い
ずれもきょうだいの参加も可）。各先着１０
組。時間は１０：３０～１１：３０。　▶Ａ…３／１１
（月）　▶Ｂ…３／１５（金）
▪申２／１６以降に▢☎か直接（初日は▢☎のみ）、
同館（▢☎４４－０４８０＝９：００～１７：００）へ

スポーツ・アウトドア
鎌倉スポーツブリッジ共同事業体の催し

【①バドミントン教室】　全日本シニアバ
ドミントン選手権大会シングル・ダブル
ス優勝者の藤本ホセマリさんによる指
導。対象は経験者。各先着２４人。　▶３／８
（金）…鎌倉体育館　一般の部＝１７：１５～
１８：４５、学生の部（中・高校生）＝１９：１５～
２０：４５

【②スポーツ安全保険から学ぶ安全指導・
事故管理】　市のスポーツ団体のリー
ダー向けに、スポーツ安全保険から学ぶ
安全指導を行う。講師は今野卓哉さん（東
京海上日動火災保険）。対象は１６歳以上の
人。先着５０人。　▶３／６（水）…鎌倉武道
館　１７：１５～１８：４５

【③コース型教室（２月～３月）途中参加者
募集】　対象は１６歳以上（※は３歳以上と
保護者、※※は年長～小学生）の人。各先
着５人。▢￥８００～４５００円。日程など詳細は各
体育館へ問い合わせを。　▶鎌倉武道館
（▢☎４６－８０１０）…筋力トレーニング・スト
レッチ、ピラティス、ストレッチポール、
ヨガ、気功など全１７コース　▶大船体育
館（▢☎４７－１８６２）…ヨガ、骨盤エクササイ

ズなど全４コース　▶見田記念体育館（▢☎
２４－１４１５）…ヨガ、バレトン、※親子体操、
骨盤エクササイズ　▶鎌倉体育館（▢☎
２４－３５５３）…はじめてジャズダンス、※※
ジャズヒップホップ、卓球教室、ボディパ
ンプなど全５コース
▪申 ２／１５以降に①は鎌倉体育館（▢☎ ２４－
３５５３）、②は鎌倉武道館（▢☎４６－８０１０）、③
は各実施施設へ

鎌倉市演武会
市体育協会加盟の武道９団体による演
武。　▶３／１０（日）…鎌倉武道館　１３：００～
１６：３０　▪問同協会（鎌倉武道館内）▢☎ ８４－
８１７８

鎌倉風致保存会の催し
【みどりのボランティア】　史跡や緑地の
手入れ。　▶３／１６（土）…十二所果樹園　
９：３０～１２：００　▪申同会▢☎ ２３－６６２１（日・月
曜日・祝日を除く）

鎌倉こもれびオープン
水泳大会兼泳力検定会

先着２５０人。▢￥水泳大会個人種目１種目５００
円、リレー種目１種目１チーム８００円、泳力
検定別途１２００円。　▶３／１７（日）…こもれ
び山崎温水プール　９：３０～１５：００　▪申現
金書留か直接、費用と同プールにある申
込用紙を２／２８（必着）までに同プール（▢〒
２４７－００６６山崎１３３０－３９同大会係、▢☎４６－
０５０５）へ

父と子の里山体験・
竹でお椀と箸作り

対象は２歳～小学生の子どもと保護者。先
着１０組。▢￥１組５００円。　▶３／３（日）…鎌倉
中央公園野外生活体験広場　１０：００～１４：
００　▪申２／１５以降に山崎・谷戸の会（▢☎４７－
１１６４）へ

市民情報伝言板
ひきこもりの若者と

家族を支援する勉強会
就職する際の現状と課題などを学ぶ支援
セミナー。個別相談（後日）の予約受け付
けもあり。対象はひきこもりや発達障害
など、就労に問題を抱える若者とその家
族。先着３０人。　▶３／２（土）…湘南・横浜若
者サポートステーション（小袋谷）　１３：
３０～１５：００　▪申同ステーション▢☎ ４２－
０２０３

「母となり はたらく」
を語るワークショップ

仕事や子育て、就労に対する不安などを
解消するワークショップ。講師は岡田令
子さん（「マドレボニータ」インストラク
ター）。先着２０人。子ども同伴可、詳細は問
い合わせを。　▶３／６（水）…玉縄学習セン
ター分室　１０：００～１１：３０　▪申商工課▢☎
６１－３８５３

女性のセカンドキャリア
ステップセミナー

子育て世代や就労ブランクのある女性の
ためのセミナー。テーマは「採用担当者が
会いたくなる応募書類～職務経歴書編」。
先着２０人。　▶３／１４（木）…鎌倉商工会議
所会館　１０：００～１２：００　▪申かまくら主
婦’sネットワークの▢HPから　▪問商工課▢☎
６１－３８５３

古着・古本の献品のお願い
「捨てるにはもったいない」「まだまだ使
える」古着や古本を献品できる人は３／１
（金）～１９（火）の平日（＝１０：００～１６：００）に
笛田リサイクルセンターへ。対象は市内
在住の人。古着は洗濯を済ませ、ボタンは
つけたままで。布団・靴・バッグなどは不
可。詳細は問い合わせを。　▪問鎌倉リサイ
クル推進会議▢☎３２－９０９４

昨年の古着・古本リサイクル市の様子

職場の困りごと相談会
相談のほか労働手帳の配布もあり。秘密
厳守。　▶３／１（金）…市役所ロビー　１０：
００～１６：００　▪問商工課▢☎６１－３８５３
「めぐみ～引き裂かれた家族の３０年」

上映会と特定失踪者パネル展
横田めぐみさんや神奈川県にゆかりのあ
る特定失踪者のパネルを展示。先着１５０
人。　▶３／５（火）…鎌倉商工会議所会館　
１４：００～１６：００　▪問横須賀三浦地域県政総
合センター▢☎０４６－８２３－０２９０

湘南クラシックアーティスト
パラダイスの催し

未就学児はご遠慮を。
【ピアニスト鈴木隆太郎の魅力】　パリを
拠点に世界で活躍する同氏のピアノ演
奏。先着８０人。▢￥２０００円（前売りあり、高校
生以下５００円）。　▶３／２（土）…鎌倉婦人子
供会館（小町）　１５：００～１７：００

【美しき日本歌曲と魅惑のピアノの夕べ】
出演は鈴木隆太郎（ピアノ）、澤田エリザ
（歌）。先着４０人。▢￥ ３５００円（前売りあ
り）。　▶３／５（火）…鎌倉ギャラリー（小
町）　１９：００～２１：００
▪申島森書店・たらば書房　▪問湘南クラシッ
クアーティストパラダイス▢☎２３－５４６６
植木リトゥルエコーアンサンブル定演
小学生のジャズバンドによる音楽発表
会。先着５５５人。　▶３／２（土）…逗子文化プ
ラザホール　１６：００～１８：３０　▪問同アンサ
ンブル・鎌倉▢☎３３－４８６３

日本総合書芸院 新春書道展
▶２／２８（木）～３／５（火）…鎌倉芸術館　１０：
００～１７：００（２／２８は１２：００から、３／５は１６：００
まで）　▪問同書芸院▢☎２３－２１００

講座・教室・展示
腰越なごやかセンターの催し

対象は市内在住の６０歳以上の人。時間は
１０：００～１１：３０。

【シニアフラダンス 体験コース】　各先
着１５人。１回のみの参加可。　▶２／２２、３／２２
の金曜日

【司法書士による終活講座「備えて安心！
家 族 に 負 担 を か け な い 介 護・相 続 の
話」】　個別相談もあり（要予約）。先着３０
人。　▶３／１９（火）
▪申同センター▢☎３１－０８００

フラワーボランティア
フラワーアレンジメントを学び、作品を
作って介護施設に届ける。講師は小野寺
洋子さん（フラワーデザイナー）。対象は
市内の６０歳以上の人。先着２０人。▢￥ １８００
円。　▶３／１（金）…深沢学習センター　９：
３０～１２：００　▪申２／１５以降にシルバー人材
センター（▢☎３８－１８８１）へ

鎌倉リサイクル推進会議の催し
会場は笛田リサイクルセンター（※は深

沢学習センター）。
【手持ち布でシャツブラウス】　定員１２
人。　▶３／４・１８の月曜日で２回…１０：００～
１５：００

【手軽に堆肥づくり】　定員２０人。　▶３／７
（木）…１０：００～１２：００
【手持ち毛糸でコロコロニットボールの
ヘアゴム】　定員１２人。　▶３／８（金）…１０：
００～１２：００

【端布で作るつるし飾り～入門・初級（こ
いのぼり）】　定員２０人。▢￥ ６００円。　▶３／
１３（水）…１０：００～１５：００

【※布ぞうりづくり】　定員２０人。　▶３／
１４（木）…１０：００～１５：００

【裂き織り～初級編・中級編】　定員２２人。
▢￥８００～１０５０円。　▶３／１４（木）…１０：００～
１５：００

【包丁研ぎ】　定員１５人。　▶３／１５（金）…
１３：３０～１５：３０
▪申２／１５以降に同会議（▢☎３２－９０９４）へ

もしもの備えに
「高齢者の住まいの選び方」

高齢者施設に関する情報提供。講師は関
口光博さん（介護施設紹介センター「みん
かい」）。対象は市内の人。先着３０人。　▶
３／７（木）…深沢学習センター　１３：３０～
１５：００　▪申２／１５以降に地域包括支援セン
ターみどりの園鎌倉（▢☎６２－０６６６）へ

写真展「四季おりおり」
白鴎写真クラブ会員の作品７０点を展
示。　▶３／１８（月）～２２（金）…鎌倉芸術館　
１０：００～１７：００（１８日は１２：００から、２２日は１５：
３０まで）　▪問同クラブ▢☎０４６－８２４－６０８１

子ども・子育て
一日冒険遊び場

～遊んで学ぶ防災！火おこし体験
火おこし、昔遊びなどを行う。小学３年生
以下は保護者同伴。　▶３／１０（日）…市役
所駐車場　１０：００～１４：００　▪問かまくら子
育て支援グループ懇談会・長谷川▢☎０９０－
１６０７－８１５４
深沢キッズネット～楽しくショウタイム
工作など。出演は久保田雅人さん（タレン
ト）。対象は未就学児と保護者。先着３５
組。　▶３／７（木）…深沢学習センター　
１０：００～１１：３０　▪申 ２／１５以降に矢澤（▢☎
０９０－８４７９－４３００）へ

ティアラかまくらの催し
会場はティアラかまくら（小町）。

【①素敵な更年期を迎えるための幸年期
講座】　心と体の変化を知り、より健やか
に自分らしく過ごすためのセルフケアを
学ぶ。対象は高校生以上の女性。先着１０人。
▢￥３０００円。　▶３／１０（日）…１４：００～１６：００

【②みんなで子育て 孫育て講座】　先着
１０組。▢￥ １組２０００円。　▶３／１７（日）…１０：
００～１２：００

【③母と娘のステキな月経を迎える心の
準備教室】　対象は小学３年生～中学生の
女の子と母親。先着１０組。▢￥１組２５００円。　
▶３／２３（土）…１４：００～１６：００

【④育児を楽しむパパクラス】　これから
父親になる人も参加可。子どもの同伴可。
先着１０組。▢￥１組２０００円。　▶３／２４（日）…
１０：００～１１：３０
▪申２／１５以降に▢Eで 必要事項（②③は保護者
の▢名、子どもの▢齢も）をティアラかまく
ら・山口（▢E nurse@tiara-kamakura.or.
jp、▢☎６１－０３１１）へ

造形あそび「工作屋台」
工作の材料や道具を積んだ屋台で深沢地
区を練り歩き、自由に工作をする。講師は
石井惠さん。先着３０人。６歳以下は保護者
同伴。　▶３／３（日）…ふかふか（常盤）　
１０：００～１４：００　▪問鎌倉あそび基地▢☎３２－
３８３０

広報かまくらインフォメーション掲載基準
1掲載の要件
　後援の申請を行い、決定を受けたもの。
2掲載の基準
・�同一団体等の掲載依頼は、年度内５回以内とします。
・�優先順位は原則その号に掲載しないと間に合わないもの、かつ掲載基準で定めた順とし
ます（①市内の会場で実施するもの　②隣接市の会場で実施するもの　③それ以外のも
の）。依頼件数が多数の場合は、優先順位の高いものから抽選により決定します。
　※�抽選により掲載できなかったものは、市ホームページに掲載します。今号は全て掲載
されています
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シンポジウム

「誰もが安心して働ける職場を作ろう！
～障害者雇用から学ぶ」

　障害者雇用に取り組む企業や障害者雇用に関心のある人を対象
にシンポジウムを行います。実際に働いている障害者や、雇用した
企業の生の声を聴きながら、これからの障害者雇用を学びませんか。
●とき…３／７（木）　１４：００～１６：１５
●ところ…福祉センター　先着100人
●�講師・コーディネーター…�中島隆信さん（慶應義塾大学商学部教授）
▪申�ファクスかＥメールで、催し名・氏名（または企業名）・電話番
号を同課（▢FAX２５－1443、▢E shafuku@city.kamakura.kanagawa.jp）へ

障害福祉課…内線２６９４

広報広聴課☎６１－3867

平日…6：４８、9：00、１３：00、
　１６：00、１９：00、２２：00
土・日曜日…１３：00、１６：00

【放送時間】いずれも７分間。　市政情報を、毎日鎌倉エフエム（８２・
８ MHz）で放送しています。内容は、
市の取り組みや催し、意見や傍聴者の
募集案内のほか、「広報かまくら」の
主要記事や観光情報などです。
　ラジオだけではなく、インターネッ
トでも聴くことができます。右図の
QRコードからお聴きください。

災害時には、
緊急割り込み放送を
行います。情報取得
にご活用ください。

市政情報番組「かまくらじお」 Let's ふるさと納税！ ～よりよい鎌倉のまちづくりのために

　鎌倉市ふるさと寄附金（ふるさと納税）にご
協力をお願いします。いただいた寄附金は、子
育て環境や学校教育の充実のほか、災害に強い
まちづくりなどに活用させていただきます。

企画計画課ふるさと寄附金担当☎６１－38４５

【申し込み方法】
●インターネットで　ふるさと納税ポータルサイ
ト「ふるさとチョイス」から申し込む
●市役所で　「ふるさと寄附金申出書」（市ホーム
ページでも入手可）を同課に提出

２月は「省エネルギー月間」
　～ご家庭でも省エネ・節電にご協力を！

環境政策課☎６１－3４２１
　本市は「COOL CHOICE」に賛同登
録しています。これは温室効果ガス削減
のため、省エネ・低炭素型製品への買い
換え・サービスの利用・ライフスタイル
の選択など、「賢い選択＝COOL CHOI
CE」をしていこうという取り組みです。

ふるさと
チョイス
（鎌倉市）

川喜多映画記念館 ☎23－2500

作品 ３月 10:30 14:00

悲情城市 5（火） ○
7（木）・8（金）・10（日） ○

宋家の三姉妹
5（火） ○
6（水） ○ ○

7（木）・8（金）・10（日） ○
【特別上映】活動弁士・澤登翠のかまくら活弁＆トーク

★アントニーと
　クレオパトラ 9（土） 1３:３0

■開館…9：00〜１7：00（入館は１６：３0まで）　
■休館日…月曜日、 ３ ／１２〜１４
■入館料…２00円、小・中学生１00円
■映画鑑賞料金…１,000円、小・中学生500円 
　★のみ…１,500円、小・中学生750円　※いずれも入館料含む 
■チケット販売…同館・島森書店・たらば書房・上州屋（大船駅東口）
　※ ２／１６から発売開始。完売の場合、当日券はありません

■企画展示
　「歴史を旅する映画」　3／１0（日）まで
■企画展関連上映

「悲情城市」

©1997 MORE TEAM INTERNATIONAL 
「宋家の三姉妹」

「アントニーと
クレオパトラ」

澤登翠さん
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注
意
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
い
わ
ゆ

る
携
帯
電
話
「
ガ
ラ
ケ
ー
」
が
進

化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
高
性
能

で
多
機
能
な
「
通
話
機
能
付
き
の

パ
ソ
コ
ン
」
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
本
体
価
格
も
毎
月
の
維
持
費
用

も
高
額
で
す
。

　
売
り
場
で
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
」「
一
括
０
円
」「
今
な
ら

無
料
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
加
入
や
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
光
回
線
と
の
セ
ッ

ト
購
入
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
も
数

多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、メ
ー
ル
、

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
、

カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
、
地
図
検
索
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

が
で
き
ま
す
。
購
入
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
広
告
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
す
る
目
的

は
何
か
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
機

種
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
契
約
内
容
や
毎
月
の
お

お
よ
そ
の
支
払
金
額
、契
約
期
間
、

解
約
料
な
ど
も
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
担
当
者
の
説
明
を

聞
き
、不
明
な
点
は
説
明
を
求
め
、

渡
さ
れ
た
契
約
書
面
を
し
っ
か
り

確
認
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
不
安
な
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

消�

費
生
活
セ
ン
タ
ー
…
☎
２４
局
０

０
７
７

　
不
登
校
や
発
達
特
性
の
あ
る
子

ど
も
の
「
正
し
い
理
解
と
適
切
な

支
援
」を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
、

不
登
校
・
発
達
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
（
シ
ー
ズ

ア
ッ
プ
）
を
紹
介
し
ま
す
。

◆

　
シ
ー
ズ
ア
ッ
プ
は
、
２
０
１
７

年
、
元
私
立
高
校
の
教
員
た
ち
を

メ
ン
バ
ー
に
発
足
し
、
現
在
は
１0

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
教
員
生
活
の
中
で
、
不
登
校
や

発
達
特
性
の
あ
る
子
ど
も
な
ど
、

従
来
の
教
育
で
は
十
分
に
能
力
を

伸
ば
し
き
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
を

多
く
見
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
素

晴
ら
し
い
才
能
や
感
性
を
持
ち
な

が
ら
も
、
繊
細
な
神
経
や
独
特
な

個
性
ゆ
え
に
学
び
づ
ら
さ
や
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
た
り
し
ま

す
。
周
囲
の
無
理
解
か
ら
誤
解
を

受
け
た
り
、
無
用
な
叱
責
を
浴
び

続
け
た
り
し
て
、
す
っ
か
り
自
信

を
失
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
と
成
長
の
た
め
に
は
、
学
校
と

学
校
外
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

社
会
全
体
で
安
全
・
安
心
な
環
境

を
創
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
３
つ
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
①
不
登
校
の
子
ど
も

の
た
め
の
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」 

②
学
習
が
遅
れ
が
ち
な
子
ど
も
の

た
め
の
「
学
び
方
教
室
」
③
（
社

会
自
立
に
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
）
高
卒
資
格
取
得
を
支
援
す

る
「
通
信
制
高
校
サ
ポ
ー
ト
校
」

で
す
。

　
「
子
ど
も
は
未
来
を
担
う
宝
」

と
い
う
言
葉
通
り
、
子
ど
も
が
笑

顔
で
生
き
生
き
と
成
長
で
き
る
社

会
な
ら
ば
、
そ
の
社
会
の
未
来
は

必
ず
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
も
の

に
な
る
は
ず
で
す
。

　
も
し
も
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
子
ど
も
が
い
る
と
思
わ
れ
ま
し

た
ら
、
こ
の
情
報
を
お
届
け
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ�

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
…
☎
６0
局

４
５
５
５

消費生活相談
一
人
で
悩
ま
ず

す
ぐ
相
談
を

フリースクールは平日の10：00～
1５：00。いつでも参加できます
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登
録
」（
高
齢
者
い
き
い
き
課
で

受
け
付
け
）
を
し
て
い
る
お
宅
を

消
防
職
員
が
訪
問
し
、
火
を
使
用

す
る
暖
房
器
具
な
ど
の
状
況
確
認

な
ど
を
通
し
て
防
火
診
断
を
行
い

ま
す
。住

宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
・
管
理

　
一
般
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

人
は
、
火
災
に
よ
る
死
者
を
な
く

す
た
め
、
早
急
に
火
災
警
報
器
を

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
火
災
警
報
器
は
、
古
く

な
る
と
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１０
年
を
目
安

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示

と
き
…
３
月
７
日
（
木
）　
午
前

１０
時
～
１１
時

　
市
役
所
で
、
サ
ン
プ
ル
品
の
展

示
、
設
置
場
所
や
取
り
付
け
方
法

の
説
明
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

配
布
を
行
い
ま
す
。

火
災
予
防
の
催
し

　
消
防
本
部
で
は
、
３
月
１
日
～

７
日
に
春
季
火
災
予
防
運
動
を
行

い
ま
す
。
火
災
か
ら
市
民
生
活
を

守
る
た
め
、
防
火
・
防
災
意
識
の

啓
発
を
図
り
ま
す
。

▼
危
険
物
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
な

ど
の
立
入
検
査

　
危
険
物
の
移
送
中
な
ど
に
お
け

る
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
や

常
置
場
所
な
ど
の
立
入
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

▼
駅
舎
や
バ
ス
の
立
入
検
査

　
安
全
確
保
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

▼
山
火
事
予
防
運
動

　
３
月
１
日
～
４
月
3０
日
の
土
・

日
曜
日
と
祝
日
に
、
山
火
事
が
憂

慮
さ
れ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

文
化
財
保
有
社
寺
の
山
裾
な
ど
を

重
点
的
に
巡
回
・
広
報
し
、
山
林

パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
い
ま
す
。

▼
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の

防
火
診
断

　「
鎌
倉
市
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

予
防
課
☎
４４
局
０
９
６
３

春
季
火
災
予
防
運
動

消
防
総
合
訓
練

と
き
…
３
月
１
日
（
金
）　
午

前
１０
時
か
ら

と
こ
ろ
…
「
あ
っ
と
ほ
ー
む
鎌

倉
山
」（
笛
田
５
の
２
の
１５
）

　
救
助
隊
や
は
し
ご
隊
に
よ
る

人
命
救
助
訓
練
、
消
防
隊
の
一

斉
放
水
、
避
難
訓
練
な
ど
を
行

い
ま
す
。
荒
天
時
や
災
害
な
ど

の
発
生
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▢問
鎌
倉
消
防
署
☎
24
局
０
１�

１
９

▲
昨
年
の
消
防
総
合
訓
練
（
三
本

　
コ
ー
ヒ
ー
株
式
会
社
鎌
倉
総
合

　
工
場
で
）

　
３
月
１
日
～
７
日
は
、
建
築
物

に
関
す
る
防
災
知
識
の
普
及
や
防

災
対
策
推
進
を
強
化
す
る
全
国
統

一
の
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。

　
火
災
、
地
震
、
が
け
崩
れ
な
ど

に
よ
る
建
築
物
の
被
害
を
防
止

し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
空
間

を
確
保
す
る
に
は
、
適
切
な
維
持

管
理
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
所
有
す
る
建
築
物
な
ど
の
安

全
性
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
建
築
物
の
耐
震
や
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
解
体
な
ど
に
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
市
で
は
特
殊
建
築
物
の
安
全
点

検
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た

建
築
物
の
所
有
者
は
ご
協
力
を
。

建
築
物
防
災
週
間

建
築
指
導
課
…
内
線
２
５
３
０

櫻に寄する夕べREKIBUN コンサート
₃／２２
（金）

１９：００～
２０：００

鎌倉歴史文化交流館☎７３−８５０１
出演：松本裕香（バイオリン）、大澤佳世子（箏）
曲目：�「春の海」（宮城道雄）、「さくら」（日本古謡）、「雨

のち晴レルヤ」（ゆず）、「竹田の子守歌」（日本民謡）、
トロイメライ（シューマン）ほか

▢申 �はがき、ファクスかＥメールで催し名・住所・氏名・電話番号を₃／₄
（必着）までに同館（〒２４８－００１１扇ガ谷₁－₅－₁、FAX７３－８５４５、▢E
rekibun@city.kamakura.kanagawa.jp）。定員５０人。抽選大澤佳世子

松本裕香

ボーカル・ユニットVOJA-tensionが、ゴスペルや
Ｊ-POPなどをお届けします。０歳から入場できます。
全席指定。おとな２,０００円（詳しくはお問い合わせを）

₃／16
（土）

V
ヴ ォ ジ ャ

OJA-t
テ ン シ ョ ン

ension　Let's  Sing ゴスペル！₃／₃
（日）

名作サイレント映画「椿姫」・「オペラ座の怪人」

活動弁士：澤
さわ
登
と
翠
みどり
、ピアノ演奏：新垣隆

「椿姫」１１：３０上映、「オペラ座の怪人」１４：００上映
全席指定。１作品２,０００円。セット料金など、詳しくは
お問い合わせを。未就学児の入場はご遠慮ください

鎌倉芸術館

文化財課☎６１−３８５７

活動弁士＆ピアノ演奏付き

15：30開演
小ホール

▢申 �往復はがき（₁人につき１通）で催し名・住所・氏名・電話（ファ
クス）番号を₂／２５（必着）までに文化財課（〒２４８－８６８６＜住所記
載不要＞）へ

チケットセンター☎０１２０－１１９２－４０
（１０：００～１９：００）

小ホール

　光明寺（材木座）に所在する文化財を、学芸員の案内で特別に
拝観します。定員２５人。抽選。
・国指定重要文化財　本堂
・県指定重要文化財　山門
・市指定文化財　　　総門
・市指定史跡　内藤家墓地　など

※山門のはしご段を登るため無理な方はご遠慮を

文化財めぐり―光明寺の文化財

鎌
倉
国
宝
館

喜
多
川
歌
麿
「
か
く
れ

ん
ぼ
図
」
な
ど

と
き
…
３
月
９
日
（
土
）

～
４
月
２１
日
（
日
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

3０
分
（
入
館
は
４
時
ま

☎
２２
局
０
７
５
３

北
斎
と
肉
筆
浮
世
絵

　
―
氏
家
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
至
宝

特
別
展

　
氏
家
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
全
作
品
が
肉
筆
画
で
あ
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
画

家
自
ら
が
描
い
た
肉
筆
画
は
、

版
画
と
は
異
な
り
、
細
か
な
筆

遣
い
や
微
妙
な
色
彩
を
駆
使
し

て
描
か
れ
、
美
し
さ
と
と
も
に

画
家
本
来
の
技
量
を
知
る
貴
重

な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
葛
飾
北
斎
を
は

じ
め
、
喜
多
川
歌
麿
、
菱
川
師も

ろ

宣の
ぶ

、
歌
川
広
重
ら
の
名
品
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

主
な
展
示
品
…
葛
飾
北
斎
「
酔

余
美
人
図
」（
写
真
）、
菱
川

師
宣「
桜
下
遊
女
と
禿か

む
ろ

図ず

」、

【摺
す

って！ 学んで！ 浮世絵講座】

　浮世絵の楽しみ方を学んだ後、摺
り体験をします。定員２０人。抽選。
とき…₃／２１（木・祝）１４：００～１５：３０
講師…藤沢市藤澤浮世絵館学芸員
▢申 �往復はがきかＥメールで催し名・住
所・氏名・電話番号を₃／₁（必着）
までに同館（〒２４８―０００５雪ノ下₂－
₁－₁、▢E kokuhoukan@city.kama
kura.kanagawa.jp）へ

で
）

休
館
日
…
月
曜
日

列
品
解
説
…
会
期
中
の
土
曜

日
、
午
後
２
時
か
ら

観
覧
料
…
一
般
４
０
０
円
、小・

中
学
生
２
０
０
円
（
団
体
割

引
あ
り
）。
市
内
の
小
・
中

学
生
と
６５
歳
以
上
の
人
は
無

料
。
学
生
証
や
福
寿
手
帳
な

ど
の
提
示
を

葛飾北斎「酔余美人図」

とき…₃／２０（水）
　　　１０：００から
雨天決行。荒天中止
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